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位,2:遠位橈尺関節高位にてエコー短軸像を検査し正
中神経断面積を各々3回測定し,平均値を算出した.超音
波検査,SNAP潜時,CMAP潜時,CTSI-JSSH機能,症状
スコア,Quick DASH機能,症状スコアは術前と術後6
か月,12か月に施行し,統計学的に評価した.また各期間
における評価項目変化値と正中神経断面積変化値との相
関を調査した.【結 果】 豆状骨・舟状骨高位,遠位橈
尺関節高位における正中神経断面積値,CMAP潜時,
SNAP潜時,Quick DASH機能,症状スコア,CTSI-JSSH
機能,症状スコアは術前に比べ術後6か月では有意に減
少していた (P＝0.00).術後6か月,12か月を比較すると
遠位橈尺関節高位における正中神経断面積値のみ有意に
減少した (P＝0.04).豆状骨,舟状骨高位における正中神
経断面積値とSNAP潜時の術前,術後6か月の変化値間
(改善度)に有意な正の相関を認めた (r＝0.60 P＝0.02).
【考察と結論】 CTS患者の超音波断面像で認められる
正中神経腫大像は,手根管開放術後6か月まで有意に減
少を示す経過であった.豆状骨・舟状骨高位における正
中神経断面積値とSNAP潜時の術前,術後6か月の変化
値間に有意な正の相関を認めた.超音波検査はCTS患
者の術後の病態評価を行う有用な画像評価ツールになり
うる可能性が考えられた.
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近年,脊椎感染症は増加傾向にあり,またいったん発
症すると,その治療に長期間を要することも稀ではない
疾患である.富岡総合病院で2009年から2013年の5年
間に治療を行った脊椎感染症 (術後感染を除く)35例に
つき,患者背景 (性別,年齢,既往歴等),治療法,経過,入
院期間等につき検討した.若干の考察を加え報告する.
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【症 例】 症例:58歳男性.既往歴:神経梅毒,神経因
性膀胱,右膝変形性関節症.主訴:両下肢不全麻痺.現病
歴:右下肢筋力低下,間欠性跛行,頻尿を認め,腰部脊柱
管狭窄症の診断で2013年5月20日,第2-5腰椎の除圧
術を施行し同年9月26日に自宅退院となった.その後
も近医で通院リハビリテーションを継続し下肢筋力も改
善傾向にあった.2014年1月21日に転倒し,その後から
上記主訴が出現し立位保持が困難になり翌日に近医受診
した.両下肢で筋力低下を認め,CT,MRIにて椎体変形
の進行,脊柱管再狭窄を認めた為,同年2月4日,精査・
加療目的に当科再入院となった.身体所見:股関節伸展
時,足関節伸展時にて両臀部,両足背に疼痛が誘発され
た.また,陰部,両足背に痺れを認めた.右下肢優位に筋
力低下を認め,下肢深部腱反射の低下を認めた.血液生
化学的検査:WBC 6200個/μl,CRP 0.21mg/dl,ESR 13mm/hrであり炎症反応は陰性であった.画像所見:単
純xp検査では腰椎椎体変形の進行を認めた.CTにて腰
椎椎体変形を認め,MRIにてL2-5椎体終板の不明瞭化
を認め,同椎体前方に腫瘤様の形成,椎間板腔には液体
貯留を認めた.L1/2,L3/4での脊柱管再狭窄も認めた.
【経 過】 既往歴に神経梅毒があることから梅毒性脊椎
炎を疑い,同月6日に第4腰椎椎体からCTガイド化に
検体を採取した.これらを一般細菌培養,抗酸菌培養,
PCR,病理学的組織診断に提出したが,いずれの結果か
らも菌体は検出されなかった.また,病理学的組織診断
では感染を疑う所見も認められなかった.同月14日,脊
柱管狭窄に対して再除圧術を施行した.術中にresection
した組織を各種検査に提出したが結果は前回と同様で
あった.両足関節のx-p検査をしたところ,右足関節に外
果骨折後様の変化を認め,偽関節を呈していた.四肢の
体表痛覚はなくcharcot関節,charcot椎体と考え,追加
手術を検討中である.
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2013年に当院にて化膿性椎間板炎に対し経皮的椎間
板ドレナージ(以下PD)を施行した症例に関しての検討
を報告する.対象は3症例6椎間,年齢は66-81歳,全例
女性で,発熱,腰痛を主訴に他医入院となり抗生剤加療
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